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3.研 究 概 要
本 研 究 は 生 存 圏研 究 所 の フ ラ ッ グシ ップ 共 同研 究 「バ イ オ マ ス ・物 質 変 換 の た
め の マ イ ク ロ波 高 度 利 用 共 同 研 究 」に 関 連 し 、今 年 度 か ら京 都 大 学 、中部 大 学 、
東 北 大 学 、上 智 大 学 らの研 究 グル ー プ で 環 境 省 環 境 研 究 総 合 推 進 費 に よ る研 究 事 業
「マ イ ク ロ波 に よ る瓦 礫 中 の有 害 物 質 迅 速 処 理一ア スベ ス ト飛 散 とダ イ オ キ シ ン発
生 防止 一」 と して推 進 した も の で あ る。 本 研 究 はマ イ ク ロ波加 熱 炉 に よ る、 瓦 礫 の
無 害 化 ・再 資源 化 処 理 に 関す る研 究 で あ る。東 日本 大 震 災 で発 生 した 瓦 礫 は 、セ メ
ン ト、木 材 、 お よび 、 プ ラス チ ック 、有機 物 ・金 属 な どに 、大 量 の 塩 分(海 水 由 来)
が含 まれ お り、これ らの混 在 物 を マ イ ク ロ波 で1050℃に ま で加 熱 す る こ とで以 下 の
効 果 を期 待 す る。
(1)無 害 化 を促 進 、コ ン ク リー ト廃 材 再 生 可 能 なセ メ ン ト原 料 お よび 安 全 な埋 め
立 て用 資材 化 す る。コ ン ク リー ト廃 棄 物 に含 まれ るア ス ベ ス ト類 を加 熱 処 理
す る こ とで 、再 生 セ メ ン ト原 料 や 二 次 汚 染 を気 にす る こ との ない 埋 め 立 て用
の資 材 にす る
(2)利 用 不 可 能 な 木 材 ・燃 料,即 ちハ イ ブ リ ッ ド加 熱 処 理 の 前 段燃 焼 炉 熱 源 と し
て活 用 す る。
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(3)非 飛 散 性 ア スベ ス トの 無 害 化 ・塩 分 含 有 有 機 物 の燃 焼 に よ って 生 じる ダイ オ
キ シ ンを迅 速 に無 害 化 す る。
(4)事 例 の 緊 急 に鑑 み 、法 令 と関 連 当局 の 認 可 の も とに 、迅 速 に無 害 化 処 理 を 開
始 し、 そ の 有 効 性 を実 証 す る。
本 計 画 で は 、 これ ま で に研 究 者 らが実 証 して き た新 技 術 を結 集 し、高 効 率 で迅 速
に廃 棄 物 を無 害化 ・減 容 で き る設 備 を構 築 運 用 す るた め の研 究 で あ る。
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